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３月１９日初発より神戸線のダイヤ改正を実施 
朝ラッシュ時間帯、１０両編成の「通勤特急」に『女性専用車両』を導入します 

 

 

阪急電鉄では、神戸線のダイヤ改正を２０１６年３月１９日（土）に実施します。 

このダイヤ改正における「主なポイント」は次のとおりです。 

 

 概要は次ページのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神戸線 ダイヤ改正の主なポイント】 
 

 平日：朝ラッシュ時間帯  
■１０両編成「通勤特急」の最神戸方車両に、『女性専用車両』を設定します。 
■運行途中での車両の増結・切り離しを減らし、所要時分の短縮を図ります。 
 
  平日：夜間・深夜時間帯  
■神戸本線および伊丹線・今津（北）線・甲陽線において増発し、混雑率の低減と利便性向上を

図ります。 



 

 

 

 

 

 

１．ダイヤ改正実施日 

２０１６年３月１９日（土）初発より 

 

２．概 要 

 平日･･･朝ラッシュ時間帯  

    ■現行ダイヤでは、新開地発梅田ゆき「通勤特急」８両編成について、神戸三宮駅到着後、２

両を増結していますが、それを取り止めて、始めから１０両編成とした「通勤特急」を神戸

三宮駅～梅田駅間で運行します。なお、この１０両編成「通勤特急」の最神戸方車両は『女

性専用車両』とします。 
《ご参考》『女性専用車両』を設定する「通勤特急」 
上り：神戸三宮駅発８本（6:53発～8:41発）・西宮北口駅発１本（6:52発） 
下り：梅田駅発４本（7:13発～7:59発）・西宮北口駅発１本（7:18発） 

    ■現行ダイヤでは、神戸三宮発梅田ゆき「通勤急行」８両編成について、西宮北口駅到着後、

２両を増結していますが、それを取り止めて８両編成で運行し、所要時分の短縮を図ります。

さらにこの「通勤急行」は、新開地駅または高速神戸駅始発とし、神戸三宮駅で同駅始発の

１０両編成「通勤特急」に接続します。また、西宮北口駅では「通勤特急」と「通勤急行」

の発着ホームを変更し、混雑している「通勤特急」は乗降分離が可能なホーム（４号線）を

使用することにより、梅田ゆきホームおよび階段などの混雑緩和を図ります。 

 

   平日･･･夕ラッシュ時間帯  

    ■下り列車は、現行ダイヤと同じダイヤパターンで運転します。 

    ■上り列車は、「特急」の所要時分の短縮を図ります。 

     《ご参考》上り「特急」新開地駅発梅田行 約３分短縮 

 

 平日･･･夜間・深夜時間帯  

■深夜時間帯の混雑率の低減と更なる利便性を図るために、現行ダイヤでは梅田駅２３時００分

発以降１５分間隔で運行している「快速急行」「普通」（２３時００分発までは１０分間隔で運

行）を各１本増発し、梅田駅２３時３０分発まで１０分間隔で運行します。神戸本線の増発に

あわせて、接続する伊丹線・今津(北)線・甲陽線も増発します。 

 

 平日･･･昼間時間帯 および 土休日  

■現行ダイヤと同じダイヤパターンで運転します。 

 

 

 

 

 

   



 

 

 

 

 
 
 

３．列車種別ごとの停車駅一覧 

  列車種別ごとの停車駅は、現在と変更ありません。 

 

■列車種別ごとの停車駅一覧（神戸本線）  伊丹線、甲陽線、今津(南)線 は「普通」のみ運行  
 
      特急 通勤特急 快速急行 急行 通勤急行 普通 準急 

梅 田 ● ● ● ● ● ● ● 
中 津 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ● ↑ 
十 三 ● ● ● ● ● ● ● 
神 崎 川 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ● ↑ 
園 田 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ● ↑ 
塚 口 ｜ ● ● ● ● ● ● 
武庫之荘 ｜ ｜ ｜ ｜ ● ● ↑ 
西宮北口 ● ● ● ● ● ● ↑ 
夙 川 ● ● ● ● ● ●  

 
今津（北）線

宝塚～門戸

厄神間の 

各駅に停車

（平日朝 梅

田ゆきのみ） 

芦 屋 川 ｜ ｜ ｜ ● ● ● 
岡 本 ● ● ● ● ● ● 
御 影 ｜ ｜ ｜ ● ● ● 
六 甲 ｜ ｜ ● ● ● ● 
王子公園 ｜ ｜ ｜ ● ● ● 
春日野道 ｜ ｜ ｜ ● ● ● 
三 宮 ● ● ● ● ● ● 
花 隈 ● ● ● ● ● ● 
高速神戸 ● ● ● ● ● ● 
新 開 地 ● ● ● ● ● ● 

        凡例 ： 「●」･･･停車駅 「｜」･･･通過駅 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

４．「通勤特急」（１０両編成）への『女性専用車両』の設定について 

当社では、『女性専用車両』の導入が、「人にやさしい、

魅力ある鉄道サービス」を実現するためのサービス水準

向上に有効な施策であると考え、このたびの神戸線のダ

イヤ改正にあわせて、同線の朝ラッシュ時間帯に走行す

る「通勤特急」（１０両編成のみ）の最神戸方の車両に『女

性専用車両』を設定します。 

なお、京都本線では、２００２年１２月から平日ダイ

ヤ運行日の終日、「特急」「通勤特急」の２人掛けシート

のある車両に、宝塚本線では２０１５年３月から平日朝

ラッシュ時間帯の「通勤特急」（１０両編成）の最宝塚方

車両に『女性専用車両』を設定しています。 

 

 

 

 

※目の不自由なお客様は、『女性専用車両』にご乗車になれます。 

※「女性のお客様にご同伴の小学６年生以下の男性のお子様」 「お体の不自由なお客様と介護者の  

どちらかが女性の場合に同伴される男性」もご乗車になれます。 

 

 
 

以 上 
 
 

 

 

 

 

【ニュースリリース配付先】青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ、神戸市政記者クラブ 

車両案内掲出（イメージ） 


